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A4 1P（210mm × 297mm ) 
 

 

●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲 
●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ 
●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲 
 

★★★ ＰＤＦに変換して入稿される場合 ★★★ 
「ヘッダーフッター」画面（カーソルが矢印になる上下の余白の範囲で 
ダブルクリック）より色つきのガイド線を消してから変換してください 

冊子のデータ製作について 

・ページ数は表紙も含めた数になります 

・データは 1P ごとでも 見開きでも ご入稿頂けます 

※見開きの場合はページ順どおりにご作成ください 

・白紙のページがある場合は コメント欄にご指示ください 

 
 
 

令和３年度第１回常任理事会議事録要旨 
 

 

 
 
 
 
 
 

１ 開会の日時および場所 

日 時  令和３年４月２３日（金） 

１０：００～１１：３０ 

場 所  ホテルラングウッド日暮里 

(東京都荒川区) 

次の理事は、Ｗｅｂ会議システム(インターネ

ット回線を使用した音声と映像を伝達するシス

テム）により、次の場所で参加した。 

 堤  節夫（水谷建設㈱本社） 

   宮本  茂（㈱宮本組本社） 

   飯島 裕幸（大東工業㈱本社） 

   丸山 英彦（日起建設㈱本社） 

 

２ 理事の現在数及び出席者数 

 会長・副会長・常任理事現在数 ９名 
  本人出席者数 ９名 

 

３ 出席者氏名 （(代)代理出席） 

 （理 事） 

  山梨 敏幸、 大﨑 精一郎、 

  堤  節夫、 谷口 賢治、 

  宮本 茂 、 飯島 裕幸、 

  丸山 英彦、 玉石 修介、保坂 益男 

 （監 事） 

  天野 勝敏、 一井 保 

 

４ 開会次第 
 １.開会 

 ２.会長挨拶 

 ３.議事 

  ・理事会より委託され第１０回通常総会の議

事内容の承認について 

  (審議事項) 

  ・１号議案 令和２年度辞儀用報告並びに決

算報告(案)承認の件      【資料１】 

  (報告事項) 

  ・１号議案 第１０回通常総会の開催場所に

ついて           【資料1-1】 

 

 

   

 

 

 

・２号議案 機械土工工事業の施工能力等見える

化評価基準の認定について    【資料1-2】 

 

 議事の経過の要領及び議案別の議決の結果（可

決、否決の別及び賛否の議決権数並びに賛成した

理事の氏名及び反対した理事の氏名） 

 開会次第に則り、保坂益男常務理事の司会によ

り、議長就任まで会議を進行した。 
 

 １ 開会の辞 

 保坂常務理事が「令和３年度第１回常任理事会」

の開会を宣した。 

 

 ２ 開会挨拶 

 議事に先立って、山梨敏幸会長は出席者に、出

席に対する謝辞を述べたあと、次の旨の挨拶があ

った。 
 「新型コロナウイルス感染症の話題が最初に来

ると思うが、東京都、大阪府、京都府、兵庫県の

４都府県に、４月２５日から５月１１日までの期

間で、３回目の「緊急事態宣言」が発令される。

楽しいはずのゴールデンウイークが２年連続で制

約を受けることとなり、本当にストレスが溜まる

毎日を過ごされていると思うが、皆様は大事な立

場であるため、感染には気を付けて過ごしていた

だきたい。 
 東日本大震災から１０年が経ち、青森県、岩手

県、宮城県のなどのプロジェクトがほぼ終了する。

今後、東北の業者は非常に厳しい状況に陥ること

になる。特に、宮城県の企業では、これまで稼い

だお金を貯めて廃業してしまう企業や倒産に追い

込まれる企業があると聞いている。 
 関東地区では、目玉工事となる東京外かく環状

道路の工事が陥没により止まってしまっている状

況にある。１工区数百台の１０ｔダンプが稼働し

ていたが、これによりダンプの稼働場所が無くな

ってしまっており、単価も下がってしまっている。

これらのように、業況としてはあまり良い話は聞

こえてこない。後ほど意見交換の時間をとり、各

理事の皆様の地域の業況などについて意見交換し

たい。」と、挨拶した。 

 
冊子テンプレート 

A4 1P（210mm × 297mm ) 
 

 

●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲 
●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ 
●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲 
 

★★★ ＰＤＦに変換して入稿される場合 ★★★ 
「ヘッダーフッター」画面（カーソルが矢印になる上下の余白の範囲で 
ダブルクリック）より色つきのガイド線を消してから変換してください 

冊子のデータ製作について 

・ページ数は表紙も含めた数になります 

・データは 1P ごとでも 見開きでも ご入稿頂けます 

※見開きの場合はページ順どおりにご作成ください 

・白紙のページがある場合は コメント欄にご指示ください 

 
 

 
３ 常任理事会成立宣言 
（常任理事会成立宣言） 
 
  続いて会長から、事務局に本理事会の理事の出

席状況の報告が求められた。 

  保坂常務理事から「本日は会長・副会長・常任

理事総数９名全員が本人出席のため、本常任理事

会は成立する」旨の報告があり、これを受けて会

長が「本常任理事会の成立」を宣した。 
 
（議長就任） 
 定款第３２条１項に基づき、山梨会長が議長の

任に就き議事に入る旨を宣した。 

 なお、Ｗｅｂ会議システムについて、各会場間

で音声及び映像が双方向で伝わる環境となってい

ることを、常任理事会開始の直前に事務局が確認

を行った。 
 

４ 議事録署名人 

 議長が、議事録署名人は定款により監事と定め

られているため、天野勝敏監事、一井保監事にお

願いしたいと発言した。 

 

５ 議  事 

 議事の経過の要領及び議案別の議決の結果（可

決、否決の別及び賛否の議決権数並びに賛成した

理事の氏名及び反対した理事の氏名） 
 
１ 審議事項 
 議長から報告事項について説明を求められたた

め、保坂常務理事は以下の通り、配付資料に基づ

いて説明を行った。 
１）理事会より委託された第１０回通常総会の議

事内容の承認について 
 （第１０回通常総会に上程する議案） 
⑴ １号議案 令和２年度事業報告（案）並びに

決算報告承認の件（総会議事・第１号議案） 

                  〔資料１〕 
 資料‐１「令和２年度事業報告（案）」、「貸

借対照表」、「予算対比正味財産増減計算書」に

基づき説明 
 貸借対照表をみると、資産の部については、流

動資産として当年度の現金預金が60,050,260円で

あり、昨年度51,360,715円に比し8,689,545円増加

した。当年度の前払金は、184,200円であり、昨年

度に比し55,200円減少した。当年度の流動資産合 
 
 
 

 
 
 

計は、60,234,460円となり、前年度の52,749,895
円と比べ7,484,565円増加した。当年度の固定資産 
については昨年度同様であり、電話加入権130,600
円、保証金8,580,000円であった。固定資産合計は

8,710,600円となった。これらにより、当年度の資

産合計は68,945,060円となり、昨年度61,460,495
円に比し、7,484,565円の増加となった。 
 負債の部については、流動負債として前受金が

236,416円であり、昨年度6,136,740円に比し

5,900,324円減少した。預り金は、1,878,562円で

あり、昨年度の577,202円に比し1,301,360円増加

となった。固定負債については、退職給付引当金

を当年度分の1,301,360円を増加したことにより、

8,276,000円となった。これらにより、負債合計は

10,390,978円となり、前年度13,800,872円より

3,409,894円の減少となった。 
 正味財産の部については、一般正味財産が

58,554,082円となり、前年度の47,659,623円と比

し、10,894,459円の増加となった。 
 予算対比正味財産増減計算書をみると、一般正

味財産増減の部の経常収益の部については、経常

収益として受取入会金が2,270,000円、受取会費が

25,740,000円、教育事業、登録基幹技能者講習事

業、国際交流事業、福利厚生事業を併せた事業費

が131,376,549円、受取補助金等が7,971,698円、

雑 収 入 603,270 円 で あ り 、 経 常 収 益 計 は

167,961,517円となった。 
 経常費用については、事業費が138,212,761円、

管理費が18,854,297円であり、経常費用計は

157,067,058円となった。当期経常増減額は

10,894,459円であり、一般正味財産期首残高

47,659,623円と合わせ、正味財産期末残高は

58,554,082円となった。 
 令和２年度事業報告については、管理と事業に

分けて報告した。 
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 管理については、総会、理事会の開催、総務委

員会に係る管理業務について報告した。 
 会議については、第９回通常総会を令和２年５

月２８日（木）に開催し、令和元年度事業報告（案）

並びに決算報告（案）承認の件、構造改善計画等

の決定に係る手続きの理事会委任の件、定款変更

の件、任期満了伴う役員改選の件が審議決定され

た。また、令和元年度第４回理事会において決定

された令和２年度事業計画並びに予算報告の件を

総会に報告した。 
 

 令和２年度第１回理事会については、令和２年

５月１９日（火）に書面により開催され、第９回

通常総会に上程する議案の審議決定がなされた。

第２回理事会は令和２年９月１５日（火）、第３

回に理事会は令和２年１２月９日（水）、第４回

は令和３年３月１５日（月）に対面・Web併用方

式でそれぞれ開催され、総務委員会事業、合理化

委員会事業、技術委員会事業、労働安全委員会事

業について実施報告するとともに、新入会員や新

事業等について審議決定がなされた。令和２年度

常任理事会については、新型コロナウイルス感染

症拡大防止の観点から開催を見送った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 総務委員会に係る管理業務では、財務に関し、

会員数と会費、海外建設技能実習生・特定技能外

国人受入事業収入について報告した。 
 会員数と会費については、正会員が４７社で会

費14,546,000円、賛助会員が２１社で5,199,000円、

特定会員が１７４社で5,995,000円であり、会費の

合計は25,740,000円となった。 
 海外建設技能実習生・特定技能外国人受入事業

収入については、海外建設技能実習生が１２７名

で4,340,000円、特定技能外国人受入事業収入が１

９９名で15,362,000円、特定技能外国人受入に係

る登録支援手数料が1,540,000円であった。 
 
 
 
 

 
 
 

 事業については、総務委員会に係る事業、合理

化委員会に係る事業、技術委員会に係る事業、労

働安全委員会に係る事業に分けて報告した。 
 
 総務委員会に係る事業については、公的支援制

度の情報集、周知等について、協会支部機構の整

備に関する事業、支部活性化事業、日機協共済制

度「団体定期保険」、「損害保険」の運営につい

て、日機協共済制度並びに日本機械土工企業年基

金の広報について、勲章（一類の部）、褒章、国

土交通大臣表彰等候補者の選考について、勲章の

伝達について、祝賀会の開催について報告した。 
 

 合理化委員会に係る事業については、経営の近

代化、安定化に関する調査研究について、受注・

取引の改善について、国土交通省事業の周知につ

いて、機械土工工事業の地位の向上に関する事項

について、関係省庁、地方公共団体、関係団体等

の意見交換会、陳情活動等について、関係団体の

開催する行事への参加について、経営研修会の中

止について報告した。 
 
 技術委員会に係る事業について、積算に関す

る事業について、建設副産物等に関する事項に

ついて施工技術・建設機械に関する事項につい

て、１・２級建設機械施工技術検定試験に係る

受験準備講習会の開催について、技術研修会の

開催について報告した。 
 
 労働安全委員会に係る事業については、富士

教育訓練センターの活用事項について、令和２

年度「雇用型訓練」への協力について、無料職

業紹介事業に関する調査研究について、建設キ

ャリアアップシステムの活用による処遇改善に

関する事業について、安全確保に関する調査研

究について、技能労働者の処遇改善に関する調

査研究について、ＶＲ技術等を用いた建設リカ

レント教育について、建設土工技能者の技能者

能力評価制度について、企業の施工能力等の見

える化に関する事項について、機械土工工事業

の「キャリアパス（生涯モデル）」作成に関する

調査研究について、社会保険加入促進に係る事

業について、叙勲二類の候補者の選定、優秀施

工者国土交通大臣顕彰（建設マスター）候補者

及び青年優秀施工者不動産・建設経済局長顕彰

（建設ジュニアマスター）の選考について、登

録機械土工基幹技能者、（「登録講習」及び「更 
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新講習」）の開催について、登録土工基幹技能者

講習の開催について、登録機械土工基幹技能者

講習及び登録土工基幹技能者講習の教材の作成

について、登録機械土工基幹技能者及び登録土

工基幹技能者資格付与について、登録機械土工

基幹技能者資格の評価・活用事業について、新

たな外国人の受入れに関する事業について、技

能実習事業について、外国人建設就労者受入事

業の終了について、事業の周知・広報について

報告した。 
 
 構造改善事業推進委員会については、機械土

工工事業イノベーション戦略に関する事業につ

いて、助成措置等の活用について報告した。 
 

 企画特別委員会については、新型コロナウイ

ルス感染症感染拡大防止の観点から、開催を見

送ったことを報告した。 
 
 女性部会「チームはにやま姫」に関する事業

については、建設産業女性支援ネットワーク全

国大会（事務局：(一財)建設業振興基金）に部会

長が Web により参加し、女性部会の紹介を行っ

たことを報告した。また、第４回理事会に部会

長が出席し、業界動向、協会の事業などの情報

集を行ったことを報告した。 
 
 青年部会に関する事業については、坂野部会

長が第２回理事会、第３回理事会、第４回理事

会に出席し、業界の課題抽出のため、最新情報

の収集を行ったことを報告した。 
 
 議長は、１号議案 令和２年度事業報告（案）

並びに決算報告承認の件（総会議事・第１号議

案）について各役員に質疑を促した後、同上案

件を議場に諮ったところ、出席役員は全員異議

なく、全会一致で可決承認した。 
 
２ 報告事項 
⑴ １号議案 第１０回通常総会の開催場所に

ついて               〔資料１‐１〕 
 
 資料１‐１「令和３年度第１０回通常総会の

開催場所について」に基づき説明 
 第１０回通常総会は、令和３年５月２５日

（火）に、ホテルラングウッド日暮里において、

新型コロナウイルス感染症の感染防止の観点か 
 
 

 
 
 

ら、３密を避けるため広い会場を利用し開催す

る。また、表彰式、総会懇親会については、新

型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中

止とする。 
 
⑵ ２号議案 機械土工工事業の施工能力等の

見える化評価基準の認定について 
               〔資料１‐２〕 
 資料１‐２「機械土工工事業の施工能力等の

見える化評価基準の認定について」に基づき説

明 
 令和３年３月２９日付で、国土交通大臣より

「機械土工工事業の施工能力等の見える化評価

基準」が認定された。なお、評価は、４月２６

日より受付けを開始し、機械土工工事業第三者

委員会により評価されることとなる。 
 
 議長は、報告事項案件について質疑を促した

後、同事項について議場に諮ったところ、出席

者全員異議なく、報告事項は了承された。 
 
 
 この後、カーボンニュートラルによる影響、

メガソーラー設置工事の現況等に関する意見交

換を行った。 
 
 議長は、報告事項、審議事項は以上であり常

任理事会を終了したい、と発言した。 
 
 保坂常務理事は、令和３年度第１回常任理事

会の閉会を宣した。 
 
 時に１５時３０分。 
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